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所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
岡

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
四
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
六
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
明
日
香
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
相
原
嘉
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

酒
船
石
遺
跡
は
飛
鳥
の
小
盆
地
の
東
、
「酒
船
石
」
が
あ
る
丘
陵
に
位
置
す

る
。　
一
九
九
二
年
に
丘
陵
の
北
斜
面
で
大
規
模
な
土
地
造
成
痕
跡
と
石
垣
遺
構

が
発
見
さ
れ
、
『日
本
書
紀
』

斉
明
二
年

全
ハ
五
工０

是
歳
条

に

「宮
の
東
の
山
に
石
を
累
ね

て
垣
と
す
」
（岩
波
日
本
古
典
文

学
大
系
本
に
よ
る
）
と
記
さ
れ

る
も
の
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ

た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
丘
陵
北

裾
の
谷
底
か
ら
、
亀
形
石
造
物

な
ど
の
導
水
施
設
や
石
敷

・
石

垣
が
発
見
さ
れ
た

（第
一
二
・
三
二
次
調
査
）。

今
回
の
調
査
は
第

一
二
次
調
査
地
の
北
側
の
様
相
を
解
明
す
る
た
め
の
も
の

で
、
調
査
面
積
は
約

一
二
〇
〇
ポ
。
調
査
の
結
果
、
亀
形
石
造
物
の
尾
か
ら
延

び
る
石
組
溝
が
さ
ら
に
北
へ
と
続
く
こ
と
、
そ
の
両
側
に
は
石
段
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
ま
た
、
南
北
溝
の
西
側
で
こ
れ
ら
の
石
段
よ
り
も
古
い
石
段
を

確
認
し
、
遺
構
の
重
複
関
係
も
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ

の
地
域
で
は
七
世
紀
中
頃
―

一
〇
世
紀
初
頭
ま
で
を
五
時
期
に
区
分
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
Ｉ
期
は
七
世
紀
中
頃
、
コ
期
は
七
世
紀
後
半
、
Ⅲ
期
は
七
世

紀
後
半
―
末
、
Ⅳ
期
は
九
世
紀
後
半
、
Ｖ
期
は

一
〇
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

木
街
は
、
幅

一
・
六
ｍ
の
Ⅲ
期
の
南
北
石
組
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
Ｂ
東
肩
の
裏
込
め

土
か
ら
、
木
府
と
と
も
に
出
土
し
た
。
木
簡
と
共
伴
す
る
遺
物
は
極
め
て
少
な

く
、
時
期
を
決
定
し
難
い
が
、
Ｉ
期
を
埋
め
る
整
地
上
か
ら
は
飛
蔦
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
の

上
器
が
出
上
す
る
こ
と
、
石
組
溝
埋
土
か
ら
は
飛
鳥
Ⅳ
Ｉ
Ｖ
の
土
器
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
の
帰
属
す
る
年
代
は
飛
鳥
Ⅱ
Ｉ
Ⅳ

（七
世
紀
中
頃
か

ら
後
半
）
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

８
　
木
簡
の
釈
文
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内
容
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い
は
、
上
端

・
下
端
と
も
に
折
損
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
裏

面
は
裂
け
て
い
る
。　
一
字
目
も
下
端
か
ら
上
に
向
か
っ
て
削
ら
れ
、
削
り
残
り

の
状
態
で
あ
る
。
三
文
字
目
の
門
構
え
は
カ
ギ
状
に
書
す
る
字
体
か
。
六
文
字

日
は
門
構
え
の
残
画
と
思
わ
れ
る
墨
痕
が
あ
る
。
歴
名
簡
の
一
部
か
。
②
は
、

上
端
が

一
部
欠
損
す
る
が
、
四
周
原
形
を
と
ど
め
る
。
二
文
字
目
と
三
文
字
目

の
間
は
欠
損
、
も
と
は
文
字
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
四
文
字
目

「薦
」
の

字
体
は

「薦
」
で
あ
る
。
二
尺
四
寸
の
薦
に
付
け
た
荷
札
か
保
管
用
の
付
札
で

あ
ろ
う
。
⑬
は
、
左
側
面
割
れ
。
い
は
、
上
端
お
よ
び
右
側
面
は
原
形
を
と
ど

め
る
。
下
端
は
折
損
、
左
側
面
は
割
れ
。
下
端
部
に
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

９
　
関
係
文
献

明
日
香
村
教
育
委
員
会

『明
日
香
村
遺
跡
調
査
概
報
　
平
成

一
二
年
度
』

（二
〇
〇
二
年
刊
行
予
定
）

（１
１
７
・
９
　
相
原
嘉
之
、
８
　
山
下
信
一
郎

〈奈
良
文
化
財
研
究
所
》

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
木
簡

二
十
長
屋
王
家
木
簡
二
十
』

の
刊
行

長
屋
王
家
木
簡
の
正
式
報
告
書
の
第
二
冊
日
、
『平
城
京
本
簡
一
一―
長

屋
王
家
木
簡
二
十
』
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
五
三
冊
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
本
書
は
い
わ
ゆ
る
木
簡
溝
の
う
ち
、
Ｔ
Ｃ

一
一
地
区
と
い
う
最
も

木
簡
の
出
上
が
濃
密
な
地
域
を
対
象
と
し
、
二
人
○
○
点
の
木
簡
を
収
録

し
て
い
る
。
『平
城
京
木
簡

一
』
同
様
に
、
高
精
細
印
刷
を
駆
使
し
て
原

寸
大
の
写
真
に
よ
り
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に

一
部
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、

高
解
像
度
の
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
も
併
せ
て
掲
載
し
た
。

本
報
告
書
作
成
過
程
で
判
明
し
た
接
続
も
あ
り
、
釈
文
も
よ
り
正
確
を

期
し
て
い
る
。
Ｂ
４
判

。
本
文
二
〇
六
頁
、
別
冊
解
説

。
Ａ
５
判
五
二
六

頁
。な

お
、
発
売
は
吉
川
弘
文
館
か
ら
。
頒
価
は
四
七
〇
〇
〇
円

（税
別
）。




